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【症例】47 歳男性、平成 19 年で糖尿病・糖尿病性腎症で加療中
であった。12 月 2 日 16:25 に救急要請し同時刻 Dr カーも要請と
なった。現場到着時ルームエアで SPO2：76％、酸素投与 15 ｌ




ズムであった。17:20 に FIO2：50 → 40％に変更、17:40 に S/T モー
ド CPAP：8　FIO2：40 ％ へ 変 更 し バ イ タ ル は、BP=186/105　
HR=100　RR=19 となり、内科にコンサルし内科に転科入院となっ
た。入院中に体重マイナス 6Kg となり他の検査値も安定したこと





とは現場で ME 機器の操作や CPA 症例の時に有用と言える。今後






















































【対象】平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月に NPPV を装着した 43 名。
ただし、基礎疾患は特定しない。
【方法】皮膚障害なし（以下 A 群）34 名、皮膚発赤発生群（以下 B 群）
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【はじめに】当院では NICU における臨床工学技士の呼吸器関連業
務として、人工呼吸器の保守管理や回路交換、NO 吸入療法、トラ
ブル対応などを 2009 年 11 月より開始している。今回、NICU にお








【考察】臨床工学技術課での医療機器保守管理は、( 株 ) アルカディ
ア・システムズの CEIA system を用いて行っているが、機器の稼
働状況は ME センター所有の専用端末のみでしか確認できないた
め、院内ポータルによる情報共有ができない。FM による管理は、
院内ポータル端末からアクセスでき、NICU での人工呼吸器稼働状
況や回路交換予定日などの情報を他職種で共有することが可能に
なった。しかしながら、完全な相互コミュニケーションには至って
おらず、また情報の更新にタイムラグが生じるなど問題点はある。
今後は他職種の意見を取り入れて、より活用されるツールを目指し
ていきたい。
